
Information

　　

年
金
請
求
の
手
続
き
や
受
給
し

て
い
る
年
金
に
つ
い
て
、年
金
事
務

所
窓
口
で
の
相
談
等
を
ご
希
望
の

方
は
、
ぜ
ひ
予
約
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。相
談
内
容
に
あ
っ
た
ス

タ
ッ
フ
が
、事
前
に
資
料
な
ど
を
準

備
の
う
え
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
、

ス
ム
ー
ズ
に
相
談
で
き
ま
す
。

　
　

予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

を
お
手
元
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

■
予
約
受
付
電
話
番
号
（
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
）

　　


0
5
7
0
ー
0
5
ー
1
1
6
5

※
0
5
0
で
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な
る

場
合
は

0
3
ー
6
7
0
0
ー
1
1
6
5
へ

■
受
付
時
間

　
　

月
曜
日
　

８
時
30
分
〜
19
時
、
火

〜
金
曜
日　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
、

第
２
土
曜
日　
９
時
30
分
〜
16
時

※
日
曜
日
、祝
日
、12
月
29
日
〜
１
月
３
日

は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん

■
受
付
期
間　

相
談
希
望
日
の
１

カ
月
前
か
ら
前
日
ま
で
受
け
付
け

（
年
金
事
務
所
で
も
受
け
付
け
可
）。

■
問
い
合
わ
せ　

　　

南
国
年
金
事
務
所

　　


0
8
8
ー
8
6
4
ー
1
1
1
1

　　

市
役
所
市
民
保
険
課

　
　

狩
猟
免
許
（
わ
な
猟
）
試
験
を

実
施
し
ま
す
。シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
被
害
に
お
困
り
の
農
林
業
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
、た
く
さ
ん
の
方

の
受
験
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
試
験
日

　　
２
月
19
日（
日
）10
時
〜

■
試
験
会
場

　　

高
知
市
池
二
七
五
一
ー
一

　　

高
知
県
立
大
学（
池
キ
ャ
ン
パ
ス
）

■
申
請
書
配
布
場
所　

県
鳥
獣
対

策
課
、各
地
区
猟
友
会

■
申
請
方
法

　
　

２
月
９
日
（
木
）
必
着
で
持
参
、

ま
た
は
郵
送

　
　

な
お
、２
月
12
日
（
日
）９
時
か

ら
、高
知
県
立
大
学
で（
一
社
）高
知

県
猟
友
会
（

0
8
8
ー
8
5
6
ー

6
6
4
1
）
主
催
の
予
備
講
習
会

が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　　

県
鳥
獣
対
策
課

　　


0
8
8
ー
8
2
3
ー
9
0
4
2

　
　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
（
N
A
S
V
A
／
ナ
ス

バ
）で
は
、育
成
資
金
の
無
利
子
貸

付
や
介
護
料
の
支
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■
育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付

　　

自
動
車
事
故
が
原
因
で
保
護
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重
度
の
後

遺
障
害
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
家

庭（
生
活
貧
困
家
庭
）の
児
童
を
対

象
に
、中
学
校
卒
業
ま
で
の
間
、無

利
子
で
育
成
資
金
を
お
貸
し
し
て

い
ま
す
。

【
金
額
】

　
●　

一
時
金　

15
万
５
，０
０
０
円

　
●　

入
学
支
度
金　
４
万
４
，０
０
０
円

※
小
学
校
、
中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
お
子

さ
ん
、希
望
者

　
●　

月
額　
１
万
円
ま
た
は
２
万
円

■
介
護
料
の
支
給

　　

自
動
車
に
よ
る
交
通
事
故
が
原

因
で「
脳
」、「
脊
髄
」ま
た
は「
胸
腹

部
臓
器
」に
重
度
の
後
遺
障
害
が

残
り
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
、

ま
た
は
随
時
、
介
護
が
必
要
な
方

に
介
護
料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

【
金
額
】認
定
さ
れ
た
種
別
毎
に
、

　
●　

特
Ⅰ
種（
最
重
度
）

　
６
８
，４
４
０
円
〜
１
３
６
，８
８
０
円

　
●　

Ⅰ
種（
常
時
要
介
護
）

　
５
８
，５
７
０
円
〜
１
０
８
，０
０
０
円

　
●　

Ⅱ
種（
随
時
要
介
護
）

　
２
９
，２
９
０
円
〜
５
４
，０
０
０
円

■
友
の
会
入
会

　
　

育
成
資
金
の
貸
付
・
介
護
料
の

支
給
に
該
当
の
世
帯
を
、
友
の
会

活
動
や
交
流
会
に
招
待
し
ま
す
。

会
費
無
料
。

【
友
の
会
活
動
内
容
】

　
　

も
の
作
り
体
験
や
１
泊
２
日
の

キ
ャ
ン
プ
等
、ま
た
写
真
・
絵
画
・

書
道
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
　

独
立
行
政
法
人　
自
動
車
事
故

対
策
機
構　
高
知
支
所

　　


0
8
8
ー
8
3
1
ー
1
8
1
7

　
　

加
入
者
が
、
日
本
国
内
で
の
交

通
事
故
に
よ
り
け
が
を
し
た
り
死

亡
さ
れ
た
場
合
に
、
見
舞
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
、相
互
救
済

の
た
め
の
共
済
制
度
で
す
。

■
対
象　

香
南
市
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
方

■
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　　

日
本
国
内
で
の
交
通
事
故
に
よ

る
被
災

■
共
済
掛
金　

一
人　
500
円

■
加
入
手
続
き

　
　

加
入
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
防
災
対
策
課
ま
た
は
各

支
所
に
提
出

■
受
付
期
間

　　
２
月
１
日（
水
）〜
３
月
31
日（
金
）

※
転
入
そ
の
他
の
事
情
に
よ
っ
て
は
、４
月

１
日
以
降
も
加
入
で
き
ま
す

■
共
済
期
間

　
　
４
月
１
日
（
土
）
〜
平
成
30
年
３

月
31
日（
土
）

※
年
度
途
中
か
ら
加
入
し
た
場
合
は
加
入

日
の
翌
日
か
ら

■
見
舞
金
請
求
方
法

　　

必
要
書
類
を
防
災
対
策
課
ま
た

は
各
支
所
に
提
出

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
防
災
対
策
課

　　

全
国
的
に
特
殊
詐
欺
被
害
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
が
、昨
年
、高
知
県

内
で
の
還
付
金
詐
欺
は
９
件
発
生

し
、被
害
額
は
１
，１
３
０
万
円
で
し

た
。還
付
金
詐
欺
被
害
は
、１
〜
２

月
に
非
常
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。こ
の
時
期
は
、確
定
申
告
期
間

と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

▼
公
的
機
関
が
電
話
で
還
付
金

等
の
手
続
き
を
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
さ
せ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
等
が
戻
っ
て
く

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、お

金
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
リ
ま

せ
ん
。

　
　

公
的
機
関
を
名
乗
っ
た
場
合
で

も
必
ず
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
金

融
機
関
や
警
察
官
が
自
宅
に
訪
問

し
、通
帳
や
カ
ー
ド
等
を
安
易
に
預

か
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
や
レ
タ
ー

パ
ッ
ク
、宅
配
便
で
は
現
金
は
送
れ

ま
せ
ん
。「
現
金
送
れ
！
」は
詐
欺

で
す
。

　
　

不
審
な
電
話
、
訪
問
が
あ
っ
た

場
合
や
お
か
し
い
と
思
っ
た
時
は
、

す
ぐ
に
警
察
や
身
近
な
人
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。財
産
は
、自
分
自
身

で
守
り
ま
し
ょ
う
！

（
香
南
地
区
地
域
安
全
協
議
会
地

域
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
長
田
麻
紀


55
ー
0
1
1
0
）

　　

高
齢
運
転
者
対
策
の
推
進
と
し

て
、
次
の
３
つ
が
リ
ス
ク
の
高
い
運

転
者
へ
の
対
策
と
し
て
改
正
さ
れ

ま
す
。
今
月
は
、「
高
齢
者
講
習
の

合
理
化
・
高
度
化
」に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

①
臨
時
認
知
機
能
検
査
・
臨
時
高

齢
者
講
習
の
新
設

②
臨
時
適
性
検
査
制
度
の
見
直
し

③
高
齢
者
講
習
の
合
理
化
・
高
度
化

　
　

認
知
機
能
検
査
の
結
果
に
よ
っ

て
、
受
け
る
講
習
の
内
容
等
が
変

わ
り
ま
す
。高
齢
者
講
習
は
、75
歳

未
満
の
方
や
、
認
知
機
能
検
査
で

認
知
機
能
の
低
下
の
お
そ
れ
が
な

い
と
判
定
さ
れ
た
方
に
対
し
て
は
、

２
時
間
に
合
理
化（
短
縮
）さ
れ
ま

す
。そ
の
他
の
方
に
対
し
て
は
、
個

別
指
導
を
含
む
３
時
間
の
講
習
と

な
り
ま
す
。

（
高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
﨑
由

美

55
ー
0
1
1
0
）

１
月
号
の
裏
面
〝
一
針
一
針
に
思
い
を
込
め
て
〞「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
工
芸
の
部
に
高
知
県
代
表
と
し
て
選
ば
れ
、
作
品
が
長
崎
県
知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
と
の
こ
と
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広

報

へ

の

ご

意

見

P
警 察警 察

police station

　

確
定
申
告
期
間
の

　
「
還
付
金
等
詐
欺
」に
ご
注
意

O
その他その他

o t h e r s

  　
　

交
通
事
故
被
害
者
の

  　
　

家
庭
を
サ
ポ
ー
ト

狩
猟
免
許
（
わ
な
猟
）
試
験

　
　

香
南
地
区
交
通
災
害
共
済

　
　

加
入
申
し
込
み
受
け
付
け
中

N
年 金

N at i o n a l
P e n s i o n

年 金

年
金
事
務
所
の
予
約
相
談

　２月は「北方領土返還運動全国強調月間」です。

北方領土問題の一日も早い解決には、国民一人ひ

とりの理解と返還への粘り強い活動が大切です。

四四島の未来の未来　心かよわせ心かよわせ　返還へ

平成28年度　北方領土に関する標語　最優秀作品

北方領土返還要求運動高知県民会議　088-875-1170

　

平
成
２９
年
３
月
１２
日
か
ら
改
正

　

道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

※
市
内
在
住
者
に
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

　
　

年
も
開
け
た
冬
晴
れ
の
あ
る
日
、

物
部
川
沿
い
の
ニ
ラ
畑
に
、
知
人
が

秋
田
県
の
女
性
を
案
内
し
て
き
て
く

れ
ま
し
た
。
農
業
改

良
普
及
員
の
方
で
、

県
内
各
地
の
作
物
を

視
察
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。せ
っ
か
く
の

機
会
で
す
の
で
、物
部

川
と
ニ
ラ
栽
培
に
つ

い
て
、私
な
り
に
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　　
１
週
間
後
に
彼
女
か
ら
お
便
り
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
先
週
、
島
内
さ

ん
の
お
話
を
う
か
が
い
、ニ
ラ
が
食
べ

た
く
な
っ
て
ス
ー
パ
ー
に
寄
っ
た
ら
、

高
知
家
印
の
香
南
市
の
ニ
ラ
が
売
ら

れ
て
い
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
買
い

ま
し
た
。テ
ー
プ
に
は
生
産
者
の

お
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
」
。
送
ら
れ
た
写
真
に
は
、な

ん
と
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
う
ち

の
ニ
ラ
畑
に
一
番
近
い
部
会
仲
間
の

名
前
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の

こ
と
を
お
話
し
す
る
と
、
彼
女
は
大

変
驚
き
、喜
ん
で
く
れ
、よ
ろ
し
く
お

伝
え
く
だ
さ
い
と
の
事
で
し
た
。
実

は
彼
女
に
見
て
も
ら
っ
た
ニ
ラ
畑
は
、

借
地
で
、去
年
い
っ
ぱ
い
で
地
主
さ
ん

に
お
返
し
し
、
今
年
か
ら
新
た
に
こ

の
方
が
ニ
ラ
を
栽
培
し
て
く
れ
ま

す
。
何
と
い
う
偶
然
の
重
な
り
合
い

で
し
ょ
う
。ご
縁
と
い
う
も
の
の
不
思

議
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　

そ
の
後
、
再
び
い
た
だ
い
た
彼
女

か
ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
ち
ら
、

雪
が
一
晩
で
50
セ
ン
チ
ほ
ど
ふ
り
、

雪
寄
せ
で
ヒ
ー
ヒ
ー
言
っ
て
ま

す（
笑
）
。
先
日
は
、
施
設
園
芸

の
聖
地（
個
人
的
な
イ
メ
ー
ジ
）

に
伺
え
た
こ
と
は
本
当
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
秋
田
に
比
べ
る

と
狭
い
耕
地
に
驚
く
と
と
も
に
園
芸

施
設
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
一
の
ニ
ラ
産
地
の
ミ
ス
タ
ー
ニ

ラ
島
内
さ
ん
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
も
度

肝
を
ぬ
か
れ
ま
し
た（
笑
）
。
施
設
内

で
毎
年
作
物
を
つ
く
る
難
儀
さ
や
、

だ
か
ら
こ
そ
の
土
づ
く
り
に
か
け
る

情
熱
を
感
じ
ま
し
た
。や
は
り
百
聞

は
一
見
に
し
か
ず
で
し
た
。
秋
田
に

戻
っ
て
き
て
、ス
ー
パ
ー
に
よ
っ
た
ら
、

な
ん
と
香
南
市
の
ニ
ラ
に
再
会
で
き

て
、
勝
手
に
ご
縁
を
感
じ
た
と
こ
ろ

で
す
。お
互
い
の
産
地
を
意
識
し
、互

い
の
地
の
魅
力
を
高
め
な
が
ら
農
業

振
興
に
努
め
て
い
き
た
い
と
雪
の
中

に
立
ち
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
」

ニ
ラ
の
島
内

ニ
ラ
の
ご
縁

し　　ま

市のうごき　（Ｈ28.12.31現在） 〔　 〕は昨年同月対比
■人口/33,789人 

　　（男/16,319人 女/17,470人）

■世帯/14,632戸

■出生/29人　 ■死亡/52人

■転入/92人　 ■転出/62人

■対前月人口比/7人増

１２月の火災・救急出動件数

■火 災

■救 急

0件〔増減なし〕

164件〔17件増〕

17２０１７.２ 16 ２０１７.２


